
表 1：核拡散抵抗性の評価指標 3 

図 1：使用済み燃料の崩壊熱の変化 
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本研究では、ブリードアンドバーン型高速炉の使用済み燃料を核拡散抵抗性、崩壊熱、放射毒性といっ

た観点から評価し、軽水炉の使用済み燃料との比較を行った。これにより、ブリードアンドバーン型高速

炉の使用済み燃料の一般的な特性を明らかにした。 
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1. 緒言 

ブリードアンドバーン型高速炉（以後、B&B 炉）の使用済み燃料には多くのプルトニウム核種が含まれ

るため、核拡散抵抗性の問題が懸念される。また、天然ウラン燃料を再処理なしに高燃焼度まで燃焼させ

るため、核分裂生成物による崩壊熱や放射毒性が高くなってしまう可能性がある。本研究では、B&B 炉の

使用済み燃料の一般的な特性を明らかにすることを目的とし、核拡散抵抗性、崩壊熱、放射毒性といった

観点から使用済み燃料を評価し、軽水炉との比較を行った。 

2. 方法 

これまでに解析を行った燃焼度がそれぞれ 115, 

313GWd/tHMのB&B炉 1,2の使用済み燃料の崩壊熱及

び放射毒性を、核種生成・崩壊計算コード ORIGEN

を用いて計算した。また、表 1 に示す、Pu-240 の濃度

によってプルトニウム混合物の武器化への有用性を評

価する指標 3 を用いて、使用済み燃料の核拡散抵抗性

を評価した。 

3. 結果 

図 1 にそれぞれの炉心の崩壊熱の変化を示す。B&B

炉の使用済み燃料の崩壊熱は、約 3 年目までは軽水炉

より低く、その後もその差が一桁以上大きくなること

がないことが示された。二つの B&B 炉の使用済み燃

料は、Fuel-grade と Reactor-grade に分類され、武器化に

適したプルトニウム混合物でないことが示された。

B&B 炉の使用済み燃料は、軽水炉の使用済み燃料と核拡散抵抗性、崩壊熱、放射毒性といった観点から比

較した場合、大きく悪化することがないことが明らかとなった。 
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